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buttrateofrincreasingof-itsslo}ylydecreased thefactthatalimitingrelativepotencyofthe

from 4:1to8:1ratio,and furtherlessto mixtureof･pyrethrinsandsynergistobserved

17･'1ratio･ - byPageandBlackith.wasnotrecognized.

From experimentalresultsabovementhioned,

Studie80n theControlofFly I.arvaehyCllCmicals.S. LarvicidaIEffcc180f

LindancEmu18ionipreparedwithdifferentEmlllsifierS.TakeshiStIZUEI(Department
＼

ofParasitoldgy,InitituteforInfectiousDiseases,Universityo.∫Tokyo)andTeruhiko

TayAIIA (MitsuiChemicallndustri?1Com甲ny)･Received April30･ 1956･ BoLy'LT

KagahzL,21,36,1956.(withEnrglishresume,42).

9..乳化剤の異る lindanc乳剤のセンチニクバエ幼虫に対する致力比政 :薬剤による

ハエ幼虫駆除に関する研究 第5戟 鈴木 猛 (東京大学 伝染柄W-先師 寄生虫研究弥)･

退山輝彦※ (三井化学工共株式会社)31.4.30.受理

ソルベントナフサを溶剤とし.各位の乳化剤を用いた6錘の 10% lindane乳削,及び乳化剤

(ロート油)の配合丑をかえた3控の 10%lindane乳軌につき,･突験室田においてセンチニク

I.'ェ幼虫に対する効力を此殴検討した給免 一これらの乳剤の効力の間には鎗んど糞がないこと .

が包められた｡

ま え が 舌 一

孜々が殺虫性物質を用いて害虫を駆除する場合には,

有効成分の薬剤をそのま 通ゝ用するのではなく,通常,

乳剤,水和剤,油剤,粉剤などに調製して用いている｡

従って.衰際に班用する場合の効力は,含有する有効

成分の作用のみによるのではなく.これに各柾の顧加

剤や浴剤の抄皆が加わるものと考えられる｡■特に乳剤

においては.攻両活性剤に関する研究の進展にともな

って,各班の乳化剤が実用されるようになったが,こ

れ らの乳化剤の効力に与える碓饗については,我が国

では,鈴木(4),小池 ･富沢(I) など二三の朝LBがある

I■

にすぎない｡

袋者/らは,兆剤によるハエ幼虫駆除という綜合研光

の一課超として,一乳化剤や浴剤を矧 こする各位のIO%

lindane乳剤のセンチニク､パエ幼虫に対する効力を1

天敵室内の限定された条件の下で比校検討する研兜を

行ってきた｡こ にゝ報告するのは,ソルベン､トわ サ

を浴剤とし,乳化剤の超斑をかえた6位の10'oo'Iindane

乳剤,及び乳化剤 (ロート油)のポ加故をかえた3班

の 10%lindane乳剤につきJそれぞれモミガラ記的

法或いは稀釈乳剤滴下法によって,センチニクバエ3

齢的虫に対する効力を比較した結果である.1 '

Table1. Formulationsoflindaneemulsifiableconcentratesused-inthetests.(W/W ●%)

Active
ingredient
(lindane)

Emulsifier

na-e lAnnionだcni3rl chemicalconstituentI%

Solvもnt
(solvent
naphtha)

- 1 iud SulfOnatedoil Anionic .-SaltofsulfonatedcastoroilPolyoxyethylene-arkylph9nOl､Alkyl一arylpolyelheralcoholwithorganic p/sulfonAte 30一 60 guud

一I■■ lot sorpL'1-64 Nonionic t2 78◆. LIood

3 10 N_ona1-150 Nonionic 10 80.∴ g.ood

A.占 ･_'10 TritonX-160NonionicAnionic. 5 85 good

1-6 IO TritOnX-100Nonionic AlkylarylpolyetheralcoI101 15 75 good/

7 I.10, Sulfopatedoil. ･Anionic Saltofsulfonated.castoroil 15 79 fair

※伝排好盤虫研究執 こ淡適された当時C)共紋である｡
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＼ この研允にあたって..御田村をたまわった当研'lTtiT:.

主任佐々学助教授.杯滋LE畑土,Jと山田-ff及び実験の

大部分を相当してJrlいた松永苅-T･払 材料の捉粥に与

った三井化･-Tyエ知株式会杜の方々に搾測する次邪であ

る｡ t

突験材料及'vE供拭昆虫

ユ.火映材料 突廟に用いた乳剤の細成及び乳化剤
の晶TT,古郡1まに示した∴ すなわも,先ず linaane

の約品を ソルベキトナフ与 に溶辞し,'それたそれぞ

れ郡1衣に示す ロート油, Sorpol164,Nonaト15.0,,

Sorpoト22,Tritohx-160,TritonX-100の6穏

祝の乳化郡を加えて乳剤を調製した｡このうち'乳化

剤の秤現車異にする乳剤酎 No.1ト No.6)に匂っ

ては,各乳化剤の乳化碓力に応じて透見をポ加し,い

ずれも良好な乳化性を与える串うに調製した｡又乳化

剤の添加虫を只にする乳剤耶 (No.1,7,8)では,

ロート油の添加丑をそれぞれ 30%,15,%,7.5% とし,

.従ってlt-rt剤 (ソルベントナフサ)虫は,60%,.:7r),Qi,

82.(),oQ'となる｡

これらの乳剤は何れも均一な相を皇した｡乳化の状

態については物EB的な測定を行わなかったが/肉眼的

なJVT兄によれば..lrは 由 L剤珊 こあっては何れも良好

Tl乳化状nS掩示し,t後者にあっては.乳化剤の虫が減

るiこ従って乳化状問が不良にT3るのが認められた｡

突由にあたっては,扇田nの水と十分に把持振泣し

七乳化牧を調製し,これを正相にtJ糊 した｡

2.供試昆虫 センチエクパエSt;rco♪hagLZ♪eregnl〃a

Roliineau-D'esvoidyの-3蛾幼虫をFT]いi=｡このスク

ム及び飼育法は第 1報のそれとrF-dじである｡すなわち,

1951年に伝研m円から採fLさした1匹の噸成虫から卿 ℃

飼育中のスタムで,250-28cc.の温鑑で,j馬肉を的山'

の桝として飼育したものである｡ ′

実 験 方 法

1. モミガラ浸刑法 お むゝね第1朝に報告した方

Table2. Effectofsixchemicals,codenumber1to6inTable1,onthehrvae
ofS.peyegTlnathrough'therice-husksimmersionmethod.

8.0
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Tallle3.IRegressionequation･.onthe.mortality.oflarvie･after48hoursshownin
Table2.

･Reg ressionequation

Y-a+a(X-xI)
fnrohxa,Ptiel!tty

Pr

Y〒5.0400+3.178(Ⅹ-0.5613)

Y==5.0319+3.263(Ⅹ-0.5715)

Y--5.0623+3.135(X-9.5674)
Y⊥-5.1194+3.130(X-0.5701)

Y.-5.0518+3.520(Ⅹ-0.5528)
Y;=5.0852+3.297(Ⅹ-0.5519)

0.1､0.2

0.01-0.001

0.05へ0.1`

0.05一ヽ0.1

0.1.-0.2

0.02.-0.05

状に恥じて行った｡すなわち,内径 9cm,高さ6cm

のシヤー.りこ,モミガラ2gと所定淑鑑に水で稀釈し

た北淡 20ccを入れ,よく捉拝してこれに産仔後 2-

2.6日のセンチニクバエ幼虫約 25匹を放ち,木綿布

の芯をして 250-280(士にr24時間障った.その後こ.

の幼山を別の･i,ヤ̀-レに移し,薬剤に接触を開始して

から48時間後 (或いは 96時間後)･に.幼虫の生死-

を触㍍記鐘した｡なお,幼虫の生死は, ピンセットで

山体を刺戟し.全く動かないものを死と定めたもので

ある｡その後この幼虫をそのま _ゝシャ｢レに保存し,

焔化放牧び羽化数を求めた｡なお,如処理対照区は,.

乳剤柿別状のかわりに水を用いた他は,薬剤処理区と

全 くLf8伐り処理を施したものである｡､

2. 稚釈乳剤滴下法 内径 9cm,高さ6cm のシ

■ヤーレに,絹挽肉 25g, モミガラ2g,水 20ccを

よく氾合して入れ 産仔後3Erのセンチこクバエ幼虫

60匹,Iを放った｡この上から,各乳剤を300倍に稀釈し

.た披 く合有々効成分に対し,3,000倍にあたる)5cc

をピペットで均二に摘下し,_木綿布をして250-28oC

に伴った｡24時間後に,このシャーレをぬわた砂をし

いた大迫q).シャーレ中に移し.̀木綿蓋をはづして幼虫

を白山に酌化させた｡実験開始の7日後に砂をふるい

わけて焔をとり出し,Jこれをシャーレに移して羽化さ

せた｡なお,砦千の幼虫は馬肉中で蛸化したが,この

蛸 もとり山して砂中の蛸に加えた｡宍験申これらのシ

ャーレはすべて 250-28oC中に保存し.その鯛化数

及び羽化数を祝祭記録した｡

実 験 結 .果

Ⅰ･乳化剤の種類を只にする乳剤 先ず没政一致死

◆′′率に関する実験結果を節2熟 字示す｡これは,6校の

lindane乳剤につき,含有々効成分に対して5,000倍

から80,000倍までの5段階の稀釈液を調製し,モミ

ガラ浸出法にまって試験を行った結果である｡このう

ち.5,000倍と 80,000倍については2回,その中間

の氾虻については4回のくりかえしを同時に行った｡

..このうち,48時間後の幼虫致死率について,Bliss
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の方法に従って解析を試みた｡･すなわち,兆虫を

80,000倍稀釈澱皮 を単位としてその対数 X に,致

死率 (,eo/)をプロビットYにわきかえ.Blissの共

立一致死率曲線1次変換の計昇方法を適用して. その

回帰直線方程式 Y=a+b(X一方)を求め, あわせて

これと観測値との間の適合性に関する X2-試験を行っ

た結果が,第3表の左5列である｡ .こ でゝ 万は薬虫

の対数の加重平均,タは プロビットにわきかえた致死

率の加重平均で,aは回帰田緑の位位をあらわす恒数,

.bはrEl]帰直線の傾斜をあらわす恒数である｡

次に,各乳剤2)同一の単一浪劇 とっき,くりかえし

を多くし,モミガラ浸出法によって試験を行った｡す

なわも,各乳剤を水で2,000倍 (含有々効成分に対し

て 20,000倍にあたる)にうすめ,この 20ccについ

て試験を行った｡なれ シャーレ2佃 (供試山50匹)

を一組とし,各薬剤につき5回のくりかえしを同時に

行ったも●のである｡第4表には,こ.の方法にj:る,実

験開始より96時間後の供試 50匹中の死亡幼虫数を

示した｡

Table4. No.ofdeadlarvaeafter96

hoursdippingin200dilution'ofthechemi-
cals.FiftylarvaeWereused-ineachtest･

第5表は,稀釈乳剤硫下法による実験結果である｡

これは,同一非剤について5回のくりかえしを同時に

行つT=もので,供試 50匹中の不嫡化歎 (幼虫期の給

死亡虫数), 及び不羽化敷 く幼虫期及び煩期の総死亡

虫欺)を与ってあらわした｡
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I

TaT)lcr). No.ofthe(lc.1dinlnrv.llandinlarval;In°pup;llstages.ifteradding
0.5ccof300(lilutJ'on｡fthechcmicnlsonthehorsemeatin lVhich501ar.vacwere
tram.qferrcd.

T.乳化剤の添加塁を只にする乳剤 モ ミガラ浸[}'i

法による48時間後の氾成一致死率を節6表に示した｡

これは,3右歪の lindane乳剤につき,含有々効成分

に対して 5,000僧から40,000倍までの4段階の稀

釈液を調製しこれによって試験を行った結果である｡

すなわち各稀釈段階について4回のくりかえしを同時

に行った｡

＼

Table6. Dataand~summaryonthe
effectsofthechemicals,亡く1denuml)er1,7
and8inTal)le1,onthe.larvaeofS.
beregyl.nathroughtherice-husksimmersion
method.

CodeNo.1 1 1 7 1 8

30% 15% 7.5%

このデータについて,nlissの方法に従って解析を

加えた｡この場合は,燕穴を 40,000倍稀釈班度を叫

位として,2を域とする対数 X に,致死率 (,oo')杏

柿 Ei繰方程式 Y-･a+a(X-x-) と,その逝合性に関

する x2一試験 のt.rll架は,那6衣中段に示してある｡

考 県

Ⅰ.乳化剤の研斑を只にする乳剤

1.F･l揃屯緑の平行性の校定 rE!l帰田繰方程式と観

測値とのfllJの適合性に関する が一試験 の P,の伯は.

節3表に示すごとく,No.1,3,4,5では 0･05よ

り大きいが,No.2,6では 0.05より小さく.これ

については抽出誤差の和四円で,この首線がその観測

伯をあらわすものとは認められない｡この点について

は,稀釈が2倍の巾で観測点が少なすぎ,特に N0.6

においては,有効観測点が3にすぎないことも考慮に

入れる必要がある｡この P,の位を比較すると,No･
'2がや 小ゝさい他はそれ程著しい差が認められないた

め,乳化剤の種類との正接の閃聯については, こ でゝ

は検討を行わないことにする｡何れにしても,以後の

考',TSでは,No.12と6TJ除き,その他の4打切につい

て検討を加えてみた｡

さて,llIL述のFll付出繰方程式にわいて

x｡L一歳 先

とおいたとき, Xo℡<3.841(n=1)となれば.この

両直線は抽出訳謎の犯田内で平行と認め柑る｡すなわ

ち,抵抗性の正規分布曲線の捺準偏差の問には有意な

差がないことになる｡但し,V(bE)-1/t∑く印x2)一万∑

(wX)IであるO

観測値に適合すると認められた No.1,3,4,5の

4つの方程式について,和瓦に6の組合せをつくり,
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それぞれについてこの検定を行った結果 (第7表)に

A:れば.その何れの組合せにおいても x21試験2)P,

伯は_0.05__より退かに大きく卜これらの直線はお互に

平行であるとみなし得る｡すなわち.4種の異った乳

化剤を含む乳剤 (No.li3,4,5)i.の間には,抵抗性

の正規分布曲鰍 こおける槙準偏差に有意な差がないこ

とが認められた｡

'Tabl占7. Resultsof'XLtestwhethereach

oftlVOregressionlineswasparallel･ornot.

2.LC-50の比較 Ir-1]帰-B繰方程式からlogLC-

T'0の分散 (Vm)を次の式によ?て求めた｡

vm-sex(sxiT 十去)
LLlL,B--≡(wXy′)一夕∑(8UX),S-1/bである｡一文

ユogLC-50の標準偏差 (dm)を Qm-V而㌃によっ

て求めると,鰐3表第7列の如くなる｡周 に第 8-9

列には.各乳剤の m士24の範囲を示した｡これによ

ってみれば.各乳剤の mは,それぞれ他の乳剤の

m土26の中に含まれるため,LC-50.には有志な差が

ないことが認められる｡なお,N0.2と N0.6から

求めた 111も.他のすべての乳剤から得られた m土20

節■21t替-1-
l

の中に含まれている｡

3.共分散分析による検定 第2表!こ示した48時間

後の幼虫致死率,不痢化率 (幼虫期の絵致死率), 不

-羽化率 (幼虫期及び蛸朋の絵致死率)につき,それぞ

れ乳剤の種茄及び変換された氾皮を行,列として,非

分散分析を試みた｡

すなわち,80,000倍稀釈を 1とした氾TiEqi位を2

を底とする対数に変換すると.80,000倍,40,000倍.

20,000倍,10,000倍は,それぞれ 0,1,2,3とIl

る｡一方,実験によって得られた幼虫致死率,不蛸化

率,不羽化率はプロビット埠変換した｡もし炎剤に対

する昆虫の抵抗性が正規分布をしている阜仮定す川ま,

変換された氾庇単位とプロビットの間には,相閑 係々

が存在するはずである｡この直線性を仮定し;田線性

からの外れを尺嘆として,各薬剤間の効力の差を検定

した｡

垣緑性の仮定は,先に没皮致死率の回帰直線方程耳

における x21枚定の結果が示すように,No.●2と

N0.6における 48時間後の幼虫致死率では認めら.れ

ていない｡叉,不卿 ヒ率,不羽化率においては,実験

開始より効果判定に至るまで長時日を要し,この間に

種々の要因が介入してくるため,iEi線性の仮定自身に

若干の幻理があるとも考えられる｡しかし,くりかえ

しにJ:る誤差をとり出せなかったため.精度はおちる

が,｢応直線性からのへだたりを尺度として,.兆剤(a)

の差を検定してみた｡.

その結果は第8表に示す如く,幼虫致死率では F0

-0.124<3.52(P,-0.U5),不飼化率ではFo=O･0002

<3.52(P,-0.05)となり,何れも5%の危険率で,

和互の非剤問には有意Tl差があるとはいえない結果を

得た｡叉不羽化率においては,F0-5.05>4.54(P,-

0.05)となt),有意な差が認められている｡

4.分散分析による検定 第4表及び第5表に示し

た,噂-沸虻による各薬剤の幼虫致死率 (モミガラ泣

Table8. Analysisofcovarianceon.thedatashownin Table2

Moarftelity480fh.Iud,rsvae lMopriapli壬ystbaegfeore I rMoardt霊 tystabEcforc

無 st.(.pr-o･05)卜 Fo1-0･194<3･52 l Fo=0･0002く3･49ト F0-4･96>3･68

40:
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T.TllIlc!). m̂ly.qI'S･Ofヽ･.1rJhneCOrithedaモ.Tt.Shownin Tnhle4and5.

AT0.1'ItaclitYuGOa.I:,rsVaC
(DnJainT.lhle4)

lVjth)'nchemicals

7:rror･S

Mortalitybefore
pllpalstage

(DatainTable.r:J)

Sumof -. 〟 Unbiased Sumof 一I Unbiased
__塑 空旦 VarlanCe Squares V.lrJanCe

302.7 5.●60.5 . 819.77 5 163.9i-)

/ 721.6 2チ 30.1 2039.20 24 84.97

Alortalitybefore
adultstage

(DatainTable5)

Sumof
SqllareS

Unhiased
VarlanCe

74.7iIJ

61.88

F-tes!･(Pr-0･09)L Fo-2･01<2･62 l Fo-1･93<2･62 l Fo-1･21<2･62

tJ'i法), 木勧 ヒ率,不羽化率 (稀釈乳剤滴下法)など

に?き,各痕剤とくりかえしの問で分散分析を行い,

くりかえしを誤差項上して各薬剤問の効力の差を検定

した｡実験によって得られた致死率その他の数値は,

0ないし100%から比牧的離れているので.既定上角

変準を施すことなしに,供試 50匹中の死亡数,不鯛

化数,不羽化数をそのま 検ゝJqに供した｡その結果は

節9衣に示してある｡

IF検定の結畔 よれば,モミガラ浸liは における48

時間後の幼虫致年率,稀釈乳剤滴下法における不蛸†ヒ

翠,不羽化率のそq)何れにおいても,各薬剤間に有志
な差があるとはいえない結果を符た｡

ⅠⅠ.乳化剤の添加員を矧 こする乳剤
1.回村田緑の平行性の検定＼lTIJ帰宙緑方程式と他

州他の問の適合性に関する x2一試験D P,の伯は,

粛6表に示すごとく,何Ttも0･05より大きく,抽出

誤差の和田内で, この田緑がその観nrJ値をあらわすも

のと認められる｡

きて,No.1,7,I8の3乳剤につき,各rnl帰垣根方

程式から三つの組合せをつくり.前と同じ方法で Xo空

を求めたところ,第7表に示す如く,その P,値は仰

れも0.051より著しく大きい｡よってこれらの田線は

抽出誤差の範囲内でお互に平行と認め得る｡すなわち,

抵抗性の正規分布曲線における槙準偏差の関には有意

な滋がないことになる｡

2.LC-50の比校 附と同様な方法で, 回帰垣線

方程式からlogLC-L50の分散 (Vm)を求め,qm=

1/柘 ~か ら械耶何丑を計罪したのが, 第6表下段で.

ある｡これからJd乳剤の m土20の和田を求めると,

各乳剤の m はそれぞれ他の乳剤の m土20 の中に含

まれる｡すなわち,LC一六0 の関には打点なZが ない

ことが認められた｡

工H.乳化剤の形gfこついての考粥

乳化剤は,乳剤の物理的化学的性TIに形班を与える

Ilっの因子である｡乳剤の物理的ないし化学的性TIは,

製剤としての乳剤の均一性,安定性を規Jri:し,佼用昭

の乳濁性,調製乳化牧の安定性,乳化液中の粒子･の大

きさなどを規定し,更に,撒布後の対象苦虫ないし対

吸物肘 こ対する附苛性.残留性などを規定する｡従っ

て,宛も効率的な乳化剤の種現や配合量の決定にゐた

っては,あらゆる面から検討を行わなくてはならない

であろう｡

この実験は,実験室内の 1,2の試験法に限定し,

出来るだけ賊密な条件の下に,異った乳化剤を含む

lindane乳剤のセンチニクバエ幼虫に対する効力を比

較し,これによって,乳化剤の効力に与える形蟹を久 .

ローズアップしようと試みたものである｡従って.こ

の結穴を実地に4'剤を撒布する場合の効果に田按あて

はめることは山来ない｡叉こ でゝは,乳剤ないし乳化

紋の安定性,乳濁性に関する検討を行わなかったため,

この両からも実用的な意義からかけはなれている｡

しかし,こゝに印lB･した各種のデータと,それに関

する処理紙界を皿TZすると,本質的な意味では,この

6柁獄の乳化剤を配合した各 10% lindane乳剤.及

びロート油を 30%,ユ0%,7.5% 配合した3郁斑の

各 lo亥 lindane乳剤のそれぞれの問には,センチニ

クバエ幼虫に対する効力に殆んど差がないものと認め

られる｡たゞし,これはあくまでも,耶7i:された試供

方法のもとにおける結果であって.実地により即BE;し

た別な拭映EZ;を採用すれば,抑 こ述べたfW,Ttの物FB的

ないし化学的射 やのうち只った条件が田与するため.●
これとは別の拙論が輔きりは れることもあり和るであ

ろう｡

なお,乳剤の組成のうら.浴剤の抑坊が効力に与え

､る静撃については,稲を攻めて和ZBする予TEである｡

冶 措

1. 乳化剤の種類の異る乳剤として.ソルベントナ

フサを浴剤とし, これにロート油 30% (No.1),

Sorpo1-6412% (No.2),Nona1-15010% (No.3),
snrp{)I-2230%(No.4),Triton潔-1605%(No.5),
Trit(mX-10015% (No.6)をそれぞれ配合した6

柾の 10%lindane乳剤を.W糾した｡又乳化剤の濡加
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伯の只る乳剤としては,同じくソルベントナフサを浴′

刑 とし,これに ロー･ト油を 30% (Not1), 15%

くNo.7).7.5% (N(I.8) をそれぞれ配合した3位

の 10% lindane乳剤を調製した｡そして,モミガラ

没的法及び稀釈乳剤滴下法により,それぞれ各乳剤の
センチニクパエ幼虫に対する効力を比較した｡

2.モミガラ投的法による氾斑一致死率回帰直線を検

討したt.-1は!.No.I,3,4,5の4種琉及び No･1,

7.8の3抑qlでは, x2一試験によって観測値を満足せ

しめることが認められた｡この4種現及び3挺校の水

剤については,その回帰直線はそれぞれのグループ円

でわLLに平行であると認め得る｡又,それぞれのグル

ープ内で,その LC-50には有意な差がないことが認

められた｡

'3. 乳化剤の超顎の只る6超の乳剤に対し,モミガ

ラiZurj班による48時間後の幼虫致死率,不痢Iヒ率,不

羽化串についてlt:･分散分析を行った結果,各薬剤の間

で.不羽化科 こは有意な差が認められたが.幼虫致死

畔,不舶化率では有意な差が認められなかった｡

4. 乳化剤の柾現が只る各乳剤の2,000倍稀釈紋を

用いてモミガラ浸出法による接触試験を行い,各乳剤

及かくりかえしの問で分散分析を行った結弧 各乳剤

の致死畔のrLi)で有意な差は認められなかった｡

rJ. 乳化剤の粗塀が宍る各乳剤の300倍稀釈紋 5cc

をJ.I;内培地上に滴下する方法により,不酪化率と不羽

付 的こついて,各乳剤及びくりかえしの問で分散分析

を行った紡凪 各乳剤の間に有志な差は認められなか

った｡

6. 以上の結果を通覧すれば,これ らの試験法によ

る以 I),･こゝに用いた, 乳化剤D種祭の興る6位の

10,0./lindane乳剤相互, 及び乳化剤の添加塁の異る

3耕の●10% lindane乳剤相互の間では,センチニク

パエ地山に対する効力に殆んど差がないことが推定さ

れる｡
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In thepresentstudy,thelethaleffectsof

severallindaneemulsionspreparedlVithdiffer-

ent emulsifiersop the3rd instarlarvae●Of

SaTCOPhaga peregrlna Were COmPared atthe

hboratorycondition.

Sixemul占ifiahleconcentratesoflO%lindanc

inxylenelVithdifferentemulsifiers:namely

30;Q'sulfonated･castoroil(1),12% Sorpti1-61

(2,,;ユ0% Nodaト150(3),30,00,.S｡rp｡1-22(4),
5% TritonX-160(5)and15% TritonX-100(6)

lVereprepared.

Mortality of larvaeafter 48hours, total

mortalityinlarvalstageland totalmortality

in larval and pupal stages througll the

Hrice-husksimmersionmethodけweresho'wnin

Table1.ConcerningtothemortalityoflarvAe

after 48 I10urS,.the concentration-mortality

regressionlinescalculatedbyBliss'methodof

thechemicals(1),(礼 (4)and(5)wereadmi tted

tofittedtotheobservedvaluesintheexperi-

ments. Theregressionlinesfrom theseft)ur

chemicalslVereadmittedtobeparalleltoeach

other,and thedifferencesbetlVeeneach two

valuesofLC-501VerenotSignificant.

According to tlleresultsby･theanalysisof

covariallCeShownintable8,thedifferenceof

themortalityinsixchemicalslVaSnotSignificant

inlarvalmortalityafter48hoursandintotal

mortalityinlaryalstage,butwassignificant

intotalmortalityinlarvalalldpupalstages.

From theseresults,theauthorslVereledI(I

theconclusion thatthere wasscarccely any

difference in the efficacies of､thcse six

chemicalson'thelarvaeofS.♪crcgmla.


